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１ 得点分布及び小問ごとの正答率

得点分布 小問別正答率〈表１〉 〈表２〉

人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ 1 ５４.９ ８６.５No.
３

１
イ

１００ ０ ０.０ 2 ７４.５ ８２.９１ オNo.
９０～９９ ６６ １０.２ 3 ９０.９ ３２.６No. ２

８０～８９ １２５ １９.２ ６６.２ 小 計 ６１.０ア

７０～７９ １１４ １７.５ ８７.５ ( ) ５１.９１ ２ イ 1

６０～６９ ９９ １５.２ ７５.７ ( ) ６４.８ウ 2

４

１

５０～５９ ９１ １４.０ 1 ９６.９ ( ) ３７.９No. 3

４０～４９ ８３ １２.８ 2 ７１.９ ② ６５.０No.
２

３０～３９ ３７ ５.７ 3 ９４.１ ③ ４９.９
３

No.
２０～２９ ２５ ３.８ 4 ９４.９ 小 計 ５３.５No.
１０～１９ １０ １.５ 小 計 ８２.２ ( ) ８５.４1

１～ ９ ０ ０.０ ① ８３.５ ( ) ７４.５１ 2

０ ０ ０.０ ② ８６.８ ( ) ４５.４3

③ ７４.２ ７２.０＊合格者の中から、無作為に抽出した ２
２

④ ７５.１ ４６.８６５０人(12.7％)の結果である。 ３

⑤ ７６.５ ３８.５
５

４

⑥ ８４.９ ６１.０５

小 計 ８０.２ ８３.０６

１ ６４.０

２ ６３.６
７

３ ２.７

４ １３.４

小 計 ５６.０

大問別の正答率の経年比較〈表３〉

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度大 問

リスニング ７６.４ ５０.８ ５３.６ ５７．３ ８２.２１

対話文読解 ８０.４ ５９.５ ５７.６ ６２．４ ８０.２２

対話文、文法・理解※ ６９.０ ５９.９ ６４.２ ８３．０ ６１.０３

表現力 ４５.２ ４６.８ ４０.４ ５２．８ ５３.５４

長文読解 ５６.９ ４５.８ ３７.８ ３７．６ ５６.０５

※平成20年度以降の の内容については、長文読解、表現力・文法となっている。３

２ 分析結果の概要

について、20点台と30点台の得点層が、それぞれ3.8％、5.7％となっており、昨〈表１〉

年度の11.1％と16.7％と比較して減少している。90点台は増加し10.2％となっており（昨年

度2.9％ 、その次の層である70点台から80点台の層が36.8％とかなり増加している（昨年度）

21.0％ 。）

対話文読解の は80.2％と昨年度と比較して大幅に上昇したものの（昨年度62.4〈表２〉 ２

％ 「長文読解、表現力・文法」を問う は、昨年度と比較して正答率が61.0％とかなり低）、 ３

くなっている （昨年度83.0％ 「読むこと」の領域に関する の問題の正答率は56.0％と。 ）。 ５

大幅に高くなっている（昨年度37.6％ 。）

について、リスニングの力を問う と表現力を問う は、この５年間で最も高い〈表３〉 １ ４

正答率となっている。
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３ 小問ごとの内容及びねらい

出題形式 評価の観点
記号 記述 記述 関心 表現 理解 知識

選択 ～ ～日 意欲 の の 理解

大問 小 問 内容 出題のねらい

英語 本語 態度 能力 能力

身近な話題についての会話文を聞いて、そのNo.1
2 ○ ● ●１ No.

内容に合う絵を選ぶことができる。
3No.

短めの英文を聞いて、空所に聞き取った語句
ア

聞く ○ ●
１

２ イ
を正確に書くことができる。

ことウ
1No.

○ ●３
No.2 比較的長い文章を聞いて その内容を理解し、 、

3 設問に答えることができる。No.
4No.

①

会話文を読んで、その内容を理解し、英文を
②

適切に並べかえて会話文を構成することがで ○ ● ● ●２ ③ 読む

きる。
④ こと
⑤
⑥

英文を読み、その内容に合う日本文を選んだ
３

１ 読む
り、英文を自然な流れになるように並びかえ ○ ● ●

こと
たりすることができる。２

指示された語句を適切に並べかえて、数をた
○ ●( )1

ずねる文を書くことができる。

○ ●１
書く 指示された語句を適切に並べかえて、比較級
こと の文を書くことができる。( )2

●４
指示された語句を適切に並べかえて、分詞を

○ ●( )3 使った文を書くことができる。

○ ●
初歩的な英語を用いて、自分の考えを英語で

●
表現できる。

２
②

書く

● ●③ ○こと 短い文章の中で、自分の考えを英語で表現で
きる。

○
本文の内容に対する質問に対して、適切なも

( ) ●1
のを選ぶことができる。

○ ●１ ( )2
本文の内容に対する質問に対して、適切なも
のを選ぶことができる。

( ) ○ ●3
本文の内容に対する質問に対して、適切なも
のを選ぶことができる。

○ ● ●２ 長文の中で、下線部分が指す内容を読み取り
日本語で説明することができる。

○ ● ●
５

３ 読む
長文の中で、下線部分が指す内容を読み取り
日本語で訳出することができる。

○ ●４
こと 長文の中で、下線部分が指す内容を読み取り

適切でないものを選ぶことができる。

○ ● ●５ 本文の内容を理解し、２つの空所に共通して
入る単語を適切に選ぶことができる。

○ ● ●６
本文の内容を理解し、空所に入る適切な英文
を選ぶことができる。

１

○ ● ● ●７
２ 本文の内容を理解し、その要約文の空所に適
３ 切な単語を挿入することができる。
４
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４ 標準解答及び考察

１ 〈標準解答〉

1 ウ 2 ア 3 イ１ No. No. No.
fifty summer

２
ア イ

get up atウ

1 ア 2 エ 3 イ 4 エ３ No. No. No. No.

〈ねらい〉

身近な話題についての英文を聞き、内容に合う絵を選んだり、聞き取った語句を書き取

ったり、内容に関する質問の答えを選んだりすることを通して、具体的な内容や大切な部

分を聞き取る能力をみる。

〈考察〉

・ 大問全体の正答率は、82.2％と昨年よりかなり上昇した（昨年度57.3％ 。）

・ の対話「プレゼント 「交通手段 「猫」の話題に対して適切な絵を選択する問１ 」、 」、

題は、正答率の平均が73.4％で、昨年度の92.3％より低いものの、日常的な場面設定で

の短い対話文についての聞き取る力は定着しつつある。

・ の聞き取った語句を書き取る問題については、無解答はほとんどいなかった。 の２ イ

正答率は、87.5％で、誤答として 、 、 が多くみられた。 の正答率Summer sammer sumer ア

は66.2％で、 を書いた誤答が多く見られた。 は語と語の連結による音変化をfifteen ウ

聞き取る力をみる問題であるが、正答率が75.7％と高かった。

・ の 2は聞き取った内容をもとに、情報を組み合わせて答えを導き出す問題で、３ No.
1、 3、 4の90％台と比較して、正答率は71.9％であった。No. No. No.

〈今後の指導〉

・ 日常生活にかかわる基本的な語彙や文法事項については、聞いたり話したりするだ

けでなく、書き取りまでできるように繰り返し指導し、習熟させる。

・ 語と語の連結による音変化については、授業中にその聞き取りと読み方に注目させ指

導する。特にＡＬＴとの授業において発音指導を効果的に行う。

・ 具体的な内容や大切な部分を聞き取ることができるように、聞き取りのための様々な

場面や機会を設定して繰り返し練習を行う。

２ 〈標準解答〉

① カ ② ア ③ キ

④ エ ⑤ ウ ⑥ イ

〈ねらい〉

身近な話題についての会話文を読み、話の流れに合っている英文を選ぶことを通して、

話の内容を理解し会話を構成する力をみる。

〈考察〉

・ 大問全体の正答率は、80.2％と昨年度よりかなり高い（昨年度62.4％ 。）

・ 正答率は、②が86.8％、⑥は84.9％と高いが、③のように空所の前の文と、そのあと

にくる文の流れを理解して選択する問題では、正答率は74.2％と下がる傾向にある。

〈今後の指導〉

・ 会話でよく使われる表現については、実際に使う場面を設定して練習をさせる。

・ 文章を読む際には文脈に注意させ、特に会話文においては話の流れを理解しながら読

む習慣を付けさせる。

・ 社会の変化に目を向け、特に時事問題については、日頃から適宜情報提供を行い、興

味関心の幅を広げる工夫をする。また、その話題について、調べ学習やスピーチなどを
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行い、自分の考えを表現できる機会を増やす。

３ 〈標準解答〉

イ オ１

２ （ （ （ ） （ ）① ウ ）→ ② ア ）→ ③ エ → ④ イ

〈ねらい〉

英文を読み、その内容に合うような日本語の文を選んだり、英文が自然な流れになるよ

、 。うに段落を適切な順番に並べかえたりすることを通して その内容を読み取る能力をみる

〈考察〉

・ 大問全体の正答率は、61.0％と昨年度よりかなり低い（昨年度83.0％ 。）

・ の内容を読み取る問題の正答率は、イが86.5％、オが82.9％とかなり高い。１

・ の英文を適切に並べかえる問題は、正答率が32.6％と低く、短い英文の文脈を読み２

取る力が不足していると考えられる。

〈今後の指導〉

・ 授業では を使い、身近な話題を取り上げ、 や などClassroom English small talk speech
を実践することで表現に習熟させる。

・ 内容を文脈から理解できるように、段落ごとに内容を要約させるなどの活動を通じて

段落構成に慣れさせる。

４ 〈標準解答〉

How many balls are there in the box ?( )1 ( )

Your bag is not as heavy as mine .１ 2( ) ( )

That little my brother .( )3 ( )boy wearing a cap is
( （例） )① I want to visit Australia

.② (６語) )because ( （例） I can see many famous animals
I will study English harder because I want to talk with foreign２

③
（例）

(15語)people in English.

〈ねらい〉

場面に応じて、指示された語句を並べかえて適切な英文を作ったり、与えられた情報を

もとに、初歩的な英語を用いて自分の考えなどを書いたりすることを通して、表現する能

力をみる。

〈考察〉

・ 大問全体の正答率は、53.5％と昨年よりやや高い（昨年度52.8％ 。）

・ の( )の正答率は、51.9％である。基本的な表現についてはさらに定着を図る必要１ 1

がある。 と書き、 を置く位置が理解できていない誤答が多How many are there balls balls
かった。

・ の( )の正答率は、64.8％である。 と書いた誤答が多かった。１ 2 not as mine as
my brother The little boy・ の( )の正答率は、37.9％である。 があるにもかかわらず、１ 3

と完結した英文を書いた誤答が多かった。is wearing a cap
・ の②の正答率は、65.0％である。綴りの間違いは多く見られたが、無解答はなく、２

書こうとする意欲がうかがえる。

・ の③は15語以上で書く表現力を問う問題であるが、無解答が少ないことから、全般２

的には与えられた条件にしたがって積極的に書こうとする意欲が感じられる。ただし、

正答率が49.9％であることから、読み手に正しく伝わるように書く力はまだ定着してい

ないと考えられる。



- 40 -

〈今後の指導〉

・ 言語材料の基礎的・基本的事項については、繰り返しの指導によって定着を図る。

・ 具体的な場面や状況の中で話題を設定して、考えや意見をまとめてから英語で書く練

習をさせるなど、自分の意向が読み手に対して正しく伝わるように、まとまりのある内

容の文章を書かせる。

・ 文型や文法事項を意識して、話したり・書いたりする練習を繰り返し行うことで、定

着を図る。

５ 〈標準解答〉

( ) ウ ( ) イ ( ) ア１ 1 2 3

たくさんのよい友達をつくってもらいたいと願っていたから。２ （例）

国 枝 選 手 が 車 い す に 乗 り ， テ ニ ス コ ー ト を す３
（ ）ば や く 動 き 回 っ て い た こ と 。 例

エ４

イ５

ウ６

tennis world showing future７ １ ２ ３ ４(例)

〈ねらい〉

比較的長い英語の文章を読み、内容に関する質問の答えを選んだり、英文の内容を日本

語で説明したり、要約文を完成したりすることなどを通して、文章の概要や要点を読み取

る能力をみる。

〈考察〉

、 、 。（ ）。・ 大問全体の正答率は 56.0％で 昨年度と比較してかなり上昇した 昨年度37.6％

・ の正答率は、68.4％と高い。ただし、( )が85.4％、( )が74.5％、( )が45.4％と１ 1 2 3

本文の後半の内容となるにしたがって正答率が低くなっている。

・ の正答率は、72.0％と高い。無解答がいるものの、第１段落の下線部の前後を正確２

に読み取れば、正答できる問題であった。

・ の正答率は、46.8％と低い。無解答も多かったが、誤答としては動詞の との３ move
組み合わせで前置詞の 、そして副詞の などを正確に訳出できなかったもaround quickly

。 、 。のが多かった また の指す内容をかなり離れたところに捉えた誤答も見られたThat
・ の正答率は、38.5％と低い 「適切でないもの」を選ぶ問題であったが、イを選ん４ 。

だ誤答が多かった。問題文の正確な読み取りができなかったと考えられる。

・ の正答率は、61.0％である。２つの空所に適切な単語を挿入する問題であるが、空５

所の後の の前後の形が同じであることに気づいた上で、その英文全体の意味を理解and
する必要があるため、誤答も多かった。

・ の正答率は、83.0％とかなり高い。馴染みのある表現であるので、取り組みやすかっ６

たと思われる。空所の前だけを読むのではなく、空所の後まで確認することで文脈にそっ

た内容理解が深まり正答を導けると思われる。

・ の全体の正答率が４割に達していないことから、全体の内容を深く理解し、要約す７

る力が不足していると同時に、英文の内容は変えずに別の表現で書き換える力が不足し

ていると思われる。特に３と４が正答率が低かった（それぞれ2.7％、13.4％ 。）

〈今後の指導〉

・ 限られた時間の中ですばやく英文に目を通したり、意識的に特定の情報を探しながら

精読させたりするなど、目的に合ったさまざまな読み方をさせる。

・ 段落ごとの概要を読み取る、本文中の表現について具体的に日本語で説明する、ある

表現に込められた登場人物の心情を読み取るなど、授業の中で適切に指導をする。

・ 英文全体の段落構成や、段落ごとのつながり、さらには文と文のつながりなどを意識

させて読ませる工夫をする。

・ 語彙力・文法力の習得を確実に行いながら、段落ごとの要約を書かせたり、英文全体

を簡単な英語でまとめさせたりするなどの指導を工夫する。


